
２０２２年１０月９日 主日礼拝   ＜召天者記念礼拝＞  
  

司  会   ①高木兄    ②笠松兄    ③小沼兄（碓井姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌６４２番「そこには病もなく 嘆きもなく 
                  別れも死もなく 恐れもなし」 

          （主を喜ぶことは） （み手の中で変わる） 

使徒信条 

 

   聖  書  ①②                                                                                       マタイによる福音書９章９～１３節   (P１２)  

                                                                                       ③   コリント人への第一の手紙１３章１～８a節  (P２７１) 

 

音  楽                          聖歌隊＆オーケストラ（V） 

 

   メッセージ   ①②             「マタイの自己紹介」                                      佐々木智行副牧師   

                ③      「愛による秘密革命」 大川従道主任牧師 
   

賛  美                                                                                   「み国に住まいを備えたまえる」 （聖歌６３８番・献金） 
             

頌  栄                                                                                 「シャローム、シャローム」 （平安あれ！）  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                                        

 
 

【大和ニュース】     

☆「我らの国籍は天に在り」。召天者と関係者に主の平安を祈ります。 

☆受洗おめでとうございます！望月兄（アブラハム会）※古川姉のお父様 

・ 本日､ＳＳ主任会、J.PLUS(中高生は泉１４時、学生・青年は森１４時) 

ハンナ会賛美練習(第三後)｡今夜の第４礼拝は１８時、泉。説教は舩山伝道師。 

・ 東京カルバリーフェローシップは１６時。広尾の２１世紀キリスト教会。説教は小林先生。 

 

* 今週の祈祷会は、特別聖会。水曜夜と木曜朝 講師は竹内師（中国宣教師） 

* 明日（スポーツの日）、SS秋祭り（９時半～泉チャペル）。お申し込みは教師まで。 

* 今週は月１回の大切な断食祈祷会です。１４日（金）９時～１５時。６人の説教者。 

・ 土曜日：花美人！礼拝堂お掃除、聖歌隊とオーケストラの練習（１３：３０泉）。 

* 主日礼拝人数 ①９０人(２６８) ②１７９人(２１３) ③２１３人(３５８) ➃２０人＝１３４１人 

     定例祈祷会 水曜６９人(１８３) 木曜１３９人(１６６)＝５５７人 ※( )内はYouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

三浦綾子という稀有なクリスチャン作家と出会えたこと、同じ時代に生かされ 

たことは、神の大きな恵みのひとつである。このような出会いで人生を変えられた 

人は多勢おられる。その中のおひとりに「森下辰衛」という大学の先生がおられ、 

現在は「三浦綾子読書会代表」をされて、大活躍な聖徒です。 

先日お読みした証文を紹介します。（『本のひろば』６月号。） 

 

生まれてはじめて読んだ聖書は真っ白でした。大学一年の時でした。ある日 

郷里の彼女から届いた手紙には「あなたとお付き合いするのはやめます」と 

ありました。ガーンと頭を殴られ、それでも読み進めると、手紙の最後に「私は 

聖書の中の第一コリント１３章が好きです。」 聖書…？探していると、 

友人が「入学式のときもらったよ」と言います。ところが、彼のその聖書は 

押入れの奥に汚い物と一緒に漬物状態になっていて、赤い表紙がカビで真っ白 

だったのです。雑巾でゴシゴシしてから目次を開き、彼女が言う個所を 

探しました。「たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言葉を語っても、 

もし愛がなければ、わたしは、やかましい鐘や騒がしい鐃鉢と同じである」 

と言われたのです。更に「愛は礼儀に反することをせず」云々。ああ、自分には愛など 

なかったのだと知りました。（中略） 

もう死んでしまいたいほど心身ともに疲れ果てた私が、なぜか手にとって読ん 

だのが「塩狩峠」でした。―それが２１年後、大学教授の椅子を捨てさせる 

本になりました。…。 

 

私大川は、上記の森下教授の人生の変化をお聴きして、三浦綾子さんや 

ご主人の光世さんへの思いが強められ、大きな力を受けました。不思議なことに、 

三浦綾子さんの第一秘書のお方から、綾子さん愛読の「聖書」をお預かりして 

読んでおります。綾子さんは色紙にサインをされるとき「愛は忍ぶ」をよく書いて 

おられましたが、お預かりしている聖書のその個所にも、赤鉛筆で線が引かれて 

おり、あたらめて、三浦綾子というキリスト者の読み方に深く入らせていただいた 

気がいたします。 Ｗｅｌｃｏｍｅ Ｈｏｌｙ Ｓｐｉｒｉｔ！ 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：コロサイ１章～Ⅰテサロニケ３章 Bコース：イザヤ４１章～５８章 

 


